






●3 ［特集］健康・医療・福祉のまちづくり、みちづくりの施策について

　②�高齢者が社会的役割を持てる「まち」、高齢者を一方
的に弱者とせずに元気に過ごす期間が自然と長くなる 

「まち」
　③�市民の健康・医療情報のデータに基づき、的確な健康

づくり施策が展開される「まち」
　④�住民の行動変容を起こすために、健康に関心が薄い層

も含めて、対象に適した情報が戦略的に提供され続け
る「まち」

　これらの具体化については、2012年１月に政府の総合
特区（地域活性化）において上記における課題解決のため
の総合政策として「健幸長寿社会を創造するスマートウエ
ルネスシティ総合特区」を見附市、伊達市、新潟市、三条
市、岐阜市、豊岡市、高石市、筑波大学、つくばウエルネ
スリサーチによる共同提案し、採択されたところです。概
要としては、自律的に「歩く」を基本とする『健幸』なま
ち（スマートウエルネスシティ）を構築することにより、
健康づくりの無関心層を含む住民の行動変容を促し、高齢
化・人口減少が進んでも持続可能な全国のモデルとなるよ
うな先進予防型社会を創るというものです（図－１）。具
体的な一例としては、健康づくりの無関心層も必然的に歩
いてしまう「まち」を、ライジングボラードなどを活用し
て、中心市街地への車の流入制限を行うことにより、結果

的に住民の日常の身体活動量が増加し、それが生活習慣病
リスクの低減に寄与し、高齢者の社会参加も増加するとい
う仮説を立て、24年度から社会実験の準備を行っていま
す。これまでの研究成果により、歩くことの効果は継続時
間ではなく、１日の積み重ねの総歩数に比例することが示
されており、健康のために意図的に歩く、ウオーキングだ
けではなく、買い物などの日常的な生活活動で、まち中を
歩く機会を増加せることは、直接的に生活習慣病リスクの
低減に寄与する可能性があると考えています。また、歩く
機会の増加は、ソーシャルキャピタルの向上に寄与し、地
域コミュニティの活発化、住民の社会参加を促進する可能
性が高いことから、高齢者就労率、及び、社会生活への参
加率の向上にも寄与する可能性が見込まれます。
　最後に、筆者がSWC首長研究会の活動を通じて一番感
じている課題は、SWCの参加首長における高齢化の加速
による健康課題に関する危機感の大きさに対して、それら
を解決できる総合的なエビデンスを「学」がまだ十分に保
持しえていないことです。これは、従来型の「学」の枠組
みとしての○○学単独では解決しないため、総合的な知の
融合（SWCの場合の一例としては、都市工学と健康科学
の融合）が求められています。よって、地域がエビデンス
に基づいた施策立案が乏しいのも、ここに原因の一つがあ

図−1　総合特区で実現するスマートウエルネスシティの基本コンセプト
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